
対 象 大学等の研究者・学生、医療従事者、企業関係者
定員16名の内訳は、看護系4-8名、工学・企業4-8名を見込んでおります。
1企業からの参加者が多い場合には調整させていただくことがあります。

参加 費 当会ものづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加経験者・学生無料
会員・賛助会員 1,000円 非会員 5,000円

申込〆切 2023 年１１ 月６ 日 (月)  

ただし、定員に達した時点で締め切らせてていただきます。

お問合せ看護理工学会次世代委員会
委員長 桑名健太
企画担当 武石陽子・三原陽一郎

yoko.takeishi@med.tohoku.ac.jp

“ものづくり”には、看護・理・工・企業が、看護現場のニーズを共通認識

できるための手法が必要であることから、このワークショップが企画されました。

目 的 臨床にある事象の課題、今回は「点滴の与薬」を整理し、必要とされる
課題を特定する思考を学び、具体的なニーズを導きだす過程を理解する

方 法 グループワーク：臨床を知る看護師とよく知らない人との対話・議論
1. 事象をよく観察し、事象から多くの課題を導き出す [写真と説明→対話]

2. 課題を特定する [議論]

3. 具体的にニーズを表現する [議論]

茶話 会 ご参加頂ける皆様に本企画に参加してのご感想や、
企画全体に対する率直なご意見を頂けますと幸いです。

看護理工学会次世代委員会

第４回ニーズ解釈体験型
ワークショップ

２０２３年１１月２３日（木・祝） ９：００～１６：００
※１５：００〜茶話会

日時

会場 オンライン（zoom）

Ç√
定員１６名

事前予約制

１１/６〆切

ワークショップの内容

✉

－看護現場の困りごと「点滴の与薬」を正しく捉えよう－

申込

https://needs-kaishaku-

ws2023-11.peatix.com

知財の扱い：本ワークショップで知り得た具体的な内容は、

基本的にオープン情報として取り扱います。
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